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あああ！ 
 
 

Bd: 3-6 NORTH 

DLR: E  A Q J 9 8 

VUL: E/W  J 4 

 Q 7 

 K 10 6 2

WEST EAST 

 4 3 2  10 7 6 5 

 K 10 6 2  9 7 5 3 

 10 6  J 9 3

 J 9 5 3  A 4 

SOUTH 

 K 

 A Q 8 

 A K 8 5 4 2 

 Q 8 7 

WEST NORTH EAST SOUTH

Justin Ino Jason Imakura 

Pass 1  

Pass 1  Pass 3  

Pass 4  Pass 4  

Pass 4  Pass 4NT(1) 

Pass 5 (2) Pass 5NT(3) 

Pass 7NT DBL All Pass

(1) のＲＫＣＢ; (2) キーカード２枚、 Q無し; 

(3) 5 はＫアスキング  
 

 
第３ラウンド、イギリス対山田チーム。山田チームのＮＳ（井野・今倉）ペアはオークション中に道に迷ったらしく、Ｓが７ＮＴをプレイする羽目になった（今倉
が３ ジャンプの後に５ＮＴとビッドしたのが悲劇の始まり）。Ｅはパートナーからクラブリード要求のダブルをかけたが、リードは何とスペード。息を吹き返

した今倉はここで名誉挽回の一手を指す。が、ハートのフィネスは抜け、クラブリターンが来てあえなく２ダウン、マイナス３００。一方のテーブルではＮＳ
が４ＮＴで止まり、イギリスの１３IMP勝ちとなった。井野・今倉が６ＮＴで止まっていれば山田チームが１１IMPの取り、対戦成績は２０-１０の負けではな
く、１６-１４の勝ちとなっていた。 

 
 
 

 

タイに１２ 
 

Bd: 2-9 NORTH 

DLR: N  A84 

VUL: E/W  Q1043 

 A3 

 AJ64

WEST EAST 

 KQJ6532  97 

 J  K52 

 2  QJ9854

 KQ75  109 

SOUTH 

 10 

 A9876 

 K1076 

 832 

WEST NORTH EAST SOUTH

Justin Ino Jason Imakura 

1NT Pass 2 ( ) 

3  4  All Pass

 
第２ラウンドのこのディールで台湾のタイ（Ｎ）が素晴らしい腕を披露してくれ
た。彼は１２トリックを勝った唯一のディクレアラーだった。彼はスペードリードを
勝ち、あまり深刻に考える様子もみせずに Ｑをプレイ、ローカード、６、Ｊド

ロップ。次に Ａ、 Ｋ、ダイアモンドをラフ、スペードをラフ、ダイアモンド

を 10でラフしてから ９、 Ａと続け、ロークラブをＪに向けた。プラス４８０。

Ｗは最後のトランプで奇妙なスクィーズにかかった。クラブのアナーを守るため
にスペードは１枚しか残せない。従って、Ｎが最初のクラブを引いた時にクラブ
のアナーをスプリットしても無駄である。スプリットした場合はダックされるか、Ａ
で勝ってスペードをラフし、ダミーから再びクラブを引かれてやはり Ｊがウィ

ナーとなる。ブラボー。 

一方のテーブルのＮＳは４ ダブルで稼ぐより５ をプレイする方を選んだ。Ｎはスペードリードを勝って Ａ、 Ｋをプレイした。Ｗはしばしディフェンス

の手順を考えた後、 Ｊでこれをラフ。このプレイでディクレアラーは何故か彼が ＫＪのダブルトンを持っていると信じ込み、 Ａをたたいて５ １ダウ

ン。台湾が１１IMPを勝ち、その後も４つのスィングを制してインドネシアに２１-９と快勝した。 

 
 
 

 

いばらの道 
 

Bd: 2-10 NORTH 

DLR: E  K42

VUL: Both  Q5

 73 

 KQ10653

WEST EAST 

 65  QJ10983

 10742  63

 98  Q1064

 A9842  7

SOUTH 

 A7

 AKJ98

 AKJ52

 J 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

CH Wu Lasut Kuo Manoppo 

2 (1) Pass 

2 (2) Pass Pass 4

All Pass

(1) ウィーク 2  または とマイナー５枚以上; (2) パスまたはコレクト  
 

Closed Room

WEST NORTH EAST SOUTH

HT Liu Lasut Shi Manoppo 

2  DBL 

Pass 3NT Pass 4NT(1)

Pass 5  Pass 6NT

All Pass

(1)ブラックウッド

 
これも台湾がインドネシアに大勝したボードである。オープンルームではＥの「ツーウェイ」２ オープンが見事にＳの５枚スートに的中。こうしたコンベン

ションに対してＮＳはダイレクト・ポジションのパスを採用していたが、２スーターを示す方法が不足していた。オークションは４ で終わり、プラス６８０に

とどまった。 
 
クローズドルームではＥが２ オープン。このビッドに邪魔をされるプレイヤーも中にはいるだろうが、Ｓはものともせずテイクアウト・ダブルをかけた。

パートナーの３ＮＴへのジャンプをきいてスラムを感じた彼は、宝庫の中から伝統の４ＮＴを持ち出してＡの枚数を確認、６ＮＴをビッドした。スラムはメイク
するものの、Ｎは不注意なプレイで一瞬冷や汗をかくことになった。彼はスペードリードをダミーで勝ち、 Ｊを出したがこれはホールド。 Ｑでハンドに

戻って Ａをノックアウトしたが、スペードリターンを取った時点で、ハートのブレイクが４-２か５-１かをゲスする必要に迫られた。５-１の場合はダイアモ

ンドのフィネスが必要となる。結局はダイアモンドをクラブでディスカードして事なきを得たが、Ｅが２枚目のハートにフォローした時はさぞ胸をなでおろし
たことだろう。自分で自分の首を絞めないためにも、 Ａを追い出す前に Ａ、 Ｑとプレイをするべきであった。 

 
 
 

 

空飛ぶソロ　パートI＆II  
 

Bd: 3-8 NORTH 

DLR: W  AKQJ102 

VUL: None  74 

 852 

 104

WEST EAST 

 953  874 

 Q9  K8652 

 10963  Q74

 J982  KQ 

SOUTH 

 6 

 AJ103 

 AKJ 

 A7653 

月曜日第３ラウンド。ＮＳで６ をビッドしたのはイギリスのＰ.ハケットとアームスト

ロングのみであった。 
 

Hanayama Armstrong Hirata Paul H 

WEST NORTH EAST SOUTH

Pass 1  Pass 2  

Pass 2  Pass 3  

Pass 4  Pass 5  

Pass 6  All Pass

 
６ はレイダウンではない。Ｎはハートリードを受け、ＪがＱに負けた。トランプ・リ

ターンを勝ってトランプを集め（ダミーからはハートとクラブをディスカード）、ハート
のフィネスをしてハンドのクラブをディスカード。ダイアモンドのフィネスに頼る前にク
ラブの３-３ブレイクを試す余裕もあった。  
 

 
 

Bd: 3-19 NORTH 

DLR: S  K1042

VUL: E/W  10975

 4

 KQ63

WEST EAST 

 QJ983  6 

 J86  K2

 A87  KQJ109532

 A10  52

SOUTH 

 A75

 AQ43

 6 

 J9874

Geller Shi Ogihara HT Liu 

WEST NORTH EAST SOUTH

Pass Pass Pass 2 (1)

2  3  3  Pass 

3NT All Pass

(1)プレシジョン 

 
同じく第３ラウンド。ＥＷでゲームをビッドしたのはゲラー・荻原のみであった。しか
し、これは不思議ではない。かなり積極的なビッドをしない限り３ＮＴに到達すること
は難しそうである。 
 
Ｓのみすぼらしい２ オープンとＮの抑えた３ レイズが、ＥＷの晴れ舞台を整え

た。Ｎが４ にジャンプしていれば（５ トライも考えられる）、ＥＷがプラスのスコア

を取ることはまったく不可能であった。 
 

３ＮＴはプラス６００、一方のテーブルでは５ １ダウンとなったのでゲラー・チームが１２IMPの勝ち。

 
 
 

 

愛はマルチなもの 

by Yasuo Otsuka  
 

OUCHI B NORTH 

DLR: E  AK3

VUL: N/S  AQJ932

 J3

 64

WEST EAST 

 Q6  752

 ---  K1098764

 852  K7

 AKQJ9853  107

SOUTH 

 J10984

 5 

 AQ10964

 2 

マルチ２ オープンのためにオポーネントが間違ったコントラクトに到達した例を２つ。し

かも同じ現象が同じディールで起こった。  
 

TABLE ONE

Manoppo Furata Lasut Otsuka 

WEST NORTH EAST SOUTH

2 (1) Pass 

4 (2) 4  All Pass

(1) マルチ; (2) 取り決めなし 

 
Ｎのハンドを持っていれば、Ｅの２ がウィーク２ であると考えても不思議ではない。

従ってＮが４ をビッドしてもおかしくない状況ではあった。Ｓのハンドからは、Ｅが

ウィーク２ のハンドであればパートナーの４ をパスして悪い理由がない。Ｅは 10

をリードして勝ち、 ７にシフト。Ｗのショーアウトには全員が笑ったが、コントラクトは１

ダウン、マイナス１００に抑えられた。 
 

もう一方のテーブルでは・・・・:

TABLE TWO

Kobayashi Asbi Takayama Sacul 

WEST NORTH EAST SOUTH

2 (1) Pass 

3  3 Pass 3  

Pass 3NT All Pass

(1)マルチ 
 

Ｅは 10をリードし、コントラクトはあっという間に４ダウンした。Ｓの３  

はキュービッドでスペードのストッパーをきくビッドだとか。そういう考え方も
あるのかもしれない。 
 
Ｓがプレイする６ はＷがクラブをアンダーリードしてハートをラフしない限

りメイクする。 
 
マルチ２ の人気の秘密はここにあるのだろうか。 
 

 
 
 

 

第４ラウンド実況編  
 

Bd: 1 NORTH 

DLR: N  A105432

VUL: None  KJ4

 6 

 K73 

WEST EAST 

 K86  --- 

 1086  AQ3 

 K9742  AQJ103 

 82  AJ1054 

SOUTH 

 QJ97 

 9752

 85 

 Q96 

ＥＷの６ はあまり問題なし。久富対ゲラー、および中国対台湾の対戦で双方とも

にビッド＆メイクした。 
 
日本ユース対山田チームはプッシュで、ともにＥＷのプラス４２０。日本ウィメンズの
太田・瀬戸口ペアは６ をビッドし、中村チームの平田・森村はゲーム止まりだった

ので、ここはスィング。「可哀想な子羊達」は良いスタートを切り、中村チームに８１-
２１と大勝して３連勝を飾った。 
 
イギリス対インドネシアの対戦ではハケット・アームストロングが５ で止まった

が、一方のテーブルではハケット兄弟が６ でサクリファイスしてマイナス８００、イ

ギリスは９ＩＭＰの失点となった。 
 
 
 

 
 

Bd: 4 NORTH 

DLR: W  KQ4

VUL: Both  KQ10

 KJ109

 963

WEST EAST 

 J952  10863

 J54  A62

 753  84

 QJ5  AK74

SOUTH 

 A7

 9873

 AQ62

 1082

ほとんどのテーブルはＮＳのパートスコアで終わったが、３ペアがＮの３ＮＴをビッ
ド。ノートランプ・オープンのレンジによるものと見られる。山田チームの井野・今倉
ペアはクラブを攻めて３ＮＴを１ダウンさせ、スィングとなった。 
 
イギリス対インドネシア戦では双方のＮが３ＮＴをビッドし、共に ３のリード。ダミー

のＡであがり、Ｗはエンカレッジ。ディクレアラーがハートをＫに向けてプレイした時
に、Ｅは双方ともＡを勝ってスペードリターン。ディクレアラーは Ｊを当てて１０ト

リックを取り、何とも不思議なプッシュとなった。Ｅはハートをダックする、クラブのハ
イ・カードを１枚キャッシュするという選択があり、一方Ｗもスペードのエンカレッジ
は軽めにする、ハートでスミス・シグナルを使ってスペードの関心を否定する等の
方法があった。いずれにせよ、双方のテーブルで大きなチャンスを逃してしまった。 
 
 
 

 
 

Bd: 5 NORTH 

DLR: N  AQ5

VUL: N/S  KQ5

 KJ105

 1074

WEST EAST 

 1092  J8

 84  AJ109

 AQ97  6432

 Q532  986

SOUTH 

 K7643

 7632

 8

 AKJ 

ほとんどのペアが４ をビッド（チョンとタイのペアは３ＮＴ４メイク）。Ｓがディクレア

ラーとなったテーブルではクラブリードが来て比較的楽な展開となったが、Ｎがディ
クレアラーとなり、ダミーの ＡＫＪに向けてクラブをリードされると苦しい。だがダ

ミーで勝ち、ダイアモンドをリードした段階でメイクのチャンスがある。ＷはＡで勝っ
てハートシフト、ＥはＡを取ってハートのアナーをリターン。Ｎが勝ち、 Ｋ、Ｊとプレ

イしてダミーからはハートをディスカード。Ｗは Ｑを勝つが、どうすることもできな

い。ディクレアラーは 10でダミーの Ｊをディスカードすることができる。ではＥが

ディクレアラーの Ｋをダックするとどうなるか？Ｗに Ｑで入った時にハートを続

けると、ハートの３巡目にディフェンダーのトランプがプロモートする。ディクレアラー
は 10を勝つためにハンドに戻る必要があり、トランプを３回狩ることはできない。

トランプを２回だけ狩ると今度はＷの 10をつかまえることができないのである。 
 
 
 

 
 

Bd: 6 NORTH 

DLR: E  109853

VUL: E/W  J10

 Q9653

 7

WEST EAST 

 ---  AJ4

 AQ3  K762

 K87  A104

 J1086532  AK9

SOUTH 

 KQ762

 9854

 J2

 Q4

ＥＷは簡単に７ （中国チームのリウ・サン）や７ＮＴ（山田チームの今倉・井野）を

ビッドできそうである。しかし、ＮＳが参加して元気に飛び跳ねる時はそうは問屋が
おろさない。中村チームの平田・森村ペアは５ までビッドしたが、日本ウィメンズ

チームに１３IMPを献上。久富チームの久富・寺本ペアは６ ダブルでコントラクト

を買い取り、マイナス１１００で７IMPを稼いだ。久富チーム対ゲラーチームの対戦
成績は１８-１２となり、この７IMPが重要であったことを証明した。 
 
オープンルームのイギリス対インドネシア戦のオークションは次の通り。  

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Kokish Jason Colker Justin 

1  2  

3  5 DBL Pass 

6  All Pass

ＮＳ（ハケット兄弟）の勝ち。Ｗは正確なビッドを心がけるだけでは不十分である。バルネラビリティを考慮するとＮＳはどのレベルでもサクリファイスが有
効。従って、最善のレベルまでビッドするより、オークションを買い取る方が重要な時もある。Ｗは先に４ とスプリンターを使い、後でクラブに修正すると

いう選択もあるが、まず低いレベルでビッドを押さえ、Ｎに最初から飛び跳ねる必要はないと納得して頂く方が得かもしれない。今回のビッドは模範的と
も言えよう。ＥＷは押し上げられない限り７をビッドするつもりはなく、ＮＳも５をビッドした後は６のレベルでサクリファイスをするつもりはなかった。双方の
戦略面での応酬が興味深い。

 
 

Bd: 8 NORTH 

DLR: W  AK87

VUL: None  9654

 AKQ92

 ---

WEST EAST 

 643  5

 8  AKQ107

 J543  76

 AKJ82  109543

SOUTH 

 QJ1092

 J32

 108

 Q76

ＥＷの一般的なスコアは５ ダブル２ダウン。ディフェンダーはダイアモンドで２ト

リック、スペードで１トリック、ダイアモンドでオーバーラフをして１トリックを勝つこと
ができる。しかし、１０テーブルの内、プラス３００をスコアしたのはコキッシュ・コル
カーと対戦したイギリスのハケット兄弟だけであった。 
 
一方のテーブルではハケット・アームストロングのペアがクラブをみつけられず、ラ
スート・マノッポのペアもスペードをみつけられなかった。コントラクトは３ ダブル１

ダウンで終わり、イギリスが５IMPの勝ち。 
 
山田チーム対日本ユースチームは双方のＮが５ までビッド。ユースのＷ（古田）

はシングルトンハートをリードしてコントラクトをダウンさせたが、今倉はクラブのハ
イ・カードをリードしたためにメイク。若手チームが棚からぼたもち的な１１IMPを獲
得。 
 
台湾と中国の対戦ではサンが Ａをリードしてマイナス４５０。一方のテーブルでは

シが相手のプリエンプティブ・ビッドを受けてスペードをみつけられず、５ をプレ

イ。ハートリードを受けて台湾が１１IMPを獲得した。 

日本ウィメンズ対中村チームの対戦では平田・森村ペアがコントラクトを４ で売り渡し、これはメイク。太田・瀬戸口ペアは中村・宮国ペアに対してコント

ラクトを何と４ で買い取り、１ダウン。Ｗがディクレアラーとなり、ダウンさせるのは簡単だったものの、ウィメンズが９IMPを獲得した。 
 
ゲラー・チームの成田・伊藤ペアは久富・寺本ペアに対して５ ノンダブルをプレイ。一方のテーブルではコントラクトは５ １ダウンとなり、久富チームに

３IMP。

 
 

Bd: 11 NORTH 

DLR: S  KJ6

VUL: None  J94

 KQJ763

 8

WEST EAST 

 85  Q43

 AQ1076  K832

 A1042  8

 76  Q10942

SOUTH 

 A10972

 5

 95

 AKJ53

１ オープンの後にＷが２ とオーバーコールをするべきか否かはそれぞれのプ

レイヤーの判断である。何人かのＷは適切なオーバーコールだと考えたらしい。井
野・今倉は５ ダブルでマイナス５００、シ・タイも押し上げられた結果、５ で失

点。裕福な暮らしをしたければそれなりのリスクを覚悟しなければならない。ＮＳは
４ さえ微妙なところだが、５ までビッドしたくなる気持ちも理解できる。 
 
 
４ をダウンしたＮは２人。大野はトランプ・リードを受けてダウン（クラブフィネスが

必要）、マノッポはクラブリードを受け（協力的なリードだったが）やはりダウンした。 
 
 
 

 
 

Bd: 13 NORTH 

DLR: W  J4

VUL: Both  AK32

 104

 Q8652

WEST EAST 

 8732  65

 J765  Q1084

 Q5  AJ973

 K97  A10

SOUTH 

 AKQ109

 9

 K862

 J43

ほとんどのテーブルでＮＳのパートスコアだったが、日本ユースの水田・加来は
４ までビッドして１ダウンし、チームメイトがＥＷで稼いだ２ プラス１１０点のスコ

アを相殺する結果となった。 
 
イギリス対インドネシアのオークション。 
 

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Kokish Jason Colker Justin 

Pass Pass 1  

Pass 2  DBL Pass 

2  Pass Pass DBL(1) 

All Pass

(1)テイクアウト 

オークションではディクレアラーだけが暇だったが。２ ダブルに対し、Ｎはトランプを３回プレイ。ディクレアラーは３巡目をダミーで勝ち、ダイアモンドの

ローカードをリードしたが、ＳはダックしてＱの勝ち。ＳはＫをプレイしても意味はない。 Ａ、 Ｊと続けてディクレアラーはスペードをディスカード、Ｎが最

後のトランプでラフしたが、コントラクトは生還。ディクレアラーはスペードを２トリック負けてプラス６７０、一方のテーブルではマノッポが２ をメイクしてプ

ラス１４０、１３IMPの出入りであった。ここからインドネシアが波に乗り、イギリスを７２-１６（２５-４ＶＰ）で破った。 

 
 

若さについて一言。

Bd: 15 NORTH 

DLR: S  652

VUL: N/S  QJ87

 A10

 K873

WEST EAST 

 7  AKQ1043

 K94  632

 432  Q865

 QJ6542  ---

SOUTH 

 J98

 A105

 KJ97

 A109

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Kokish Jason Colker Justin 

1NT 

Pass 3NT DBL All Pass

 
Ｎは何故頑張ったのか？Ｓの１ＮＴオープンは１４-１６HCPの取り決めであり、１０
HCPのハンドはすべてレイズする。Ｓのスポットカードの豊富さは確かに目を引くも
のがあり、ハンドの価値を高めるかもしれないが、この場合は何の役にもたたな
かった。ＮＳにとって不幸だったのは、Ｅがパートナーにリード要求のダブルをかけ
られるだけのスートを持ち、Ｗがそのスートをみつけるのに苦労しないハンドを持っ
ていたことである。スペードの６トリックとハートの１トリックを負けて３ダウン、マイナ
ス８００の失点であった。一方のテーブルではＰ.ハケットが２ をプレイして１ダウ

ン、インドネシアが１３IMPの勝ち。 
 

 
 

１８番ボードではイギリス対インドネシア戦で奇妙な対称性が見受けられた。

Bd: 18 NORTH 

DLR: W  Q104

VUL: Both  K87

 AQ7

 J542

WEST EAST 

 A986  52

 Q1095  J432

 964  J105

 73  AK96

SOUTH 

 KJ73

 A6

 K832

 Q108

Open Room

WEST NORTH EAST SOUTH

Kokish Jason Colker Justin 

Pass 1  

Pass 1NT ! DBL Pass 

2  DBL(1) All Pass

(1) 協力的ペナルティ・ダブル 

 
ＥＷは再び２ ダブルをプレイすることになり、しかも１３番ボードと同じトランプの

ホールディングである。Ｎはまたもやトランプをリードし、その３巡目でエグジット。
ディクレアラーは６トリックしか取れず、マイナス３００の失点（Ｅの何とマッチョなテイ
クアウト・ダブル）。しかし、２ ダブルはハケット兄弟にとっては良いスコアではな

かった（Ｎの何と余裕ある１ＮＴ)。ラスート・マノッポは一方のテーブルで３ＮＴをメイ
クしてプラス６００となり、インドネシアに７IMP追加。 

 

 
 

 

 

 

http://jcbl.or.jp/game/nec/necfest97/blt0212.html
http://jcbl.or.jp/game/nec/necfest97/bulletinj.html
http://jcbl.or.jp/game/nec/necfestj.html
Owner
長方形


